
「
民
間
か
ら
国
の
部
局
へ
職
員
が
就

職
・
出
向
す
る
「
天
上
（
あ
ま
あ
）

が
り
」
が
急
増
し
て
い
ま
す
。「
天
上

が
り
」
が
行
わ
れ
た
部
局
数
を
企
業

別
に
見
る
と
、
三
井
住
友
銀
行
と
東

京
海
上
日
動
火
災
が
最
も
多
く
、
そ

れ
ぞ
れ
１
５
部
局
で
す
。
上
位
１
０

社
に
は
、
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀

行
や
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
な
ど
も
入
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ

の
中
に
は
、
企
業
へ
の
許
認
可
権
限

や
検
査
な
ど
を
行
う
部
署
も
含
ま
れ

て
お
り
、
行
政
の
中
立
性
が
疑
わ
れ

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

▽

▽

▽

「
天
上
が
り
」
の
実
態
は
、
総
務
省

が
発
表
し
た
資
料
で
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
場
合
の
「
民
間
」
と

は
、
企
業
だ
け
で
な
く
、
弁
護
士
・

公
認
会
計
士
や
大
学
教
授
、
公
益
法

人
な
ど
を
含
ん
で
い
ま
す
。「
天
上
が

り
」
は
、
２
０
０
６
年
の
２
３
５
２

人
か
ら
１
２
年
の
４
１
６
７
人
へ
、

７
年
間
で
１
・
８
倍
近
く
に
な
り
ま

し
た
。
１
２
年
の
「
天
上
が
り
」
職

員
４
１
６
７
人
の
３
割
超
と
な
る
１

３
６
０
人
が
民
間
企
業
の
出
身
者
で

す
。
民
間
企
業
出
身
者
の
「
天
上
が

り
」
は
７
年
間
に
１
・
６
倍
に
増
加

し
ま
し
た
。

「
天
上
が
り
」
さ
せ
て
い
る
部
局
数

の
多
い
企
業
上
位
１
０
社
を
見
る
と
、

銀
行
の
ほ
か
Ｎ
Ｅ
Ｃ
や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
、
日
立
製
作
所
な
ど
の
製
造
業
や

Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
三
菱
総
合
研
究
所
な
ど
も
入
っ

て
い
ま
す
。

企
業
か
ら
の
「
天
上
が
り
」
状
況
を
省
庁
別

に
見
る
と
、
経
済
産
業
省
が
最
も
多
く
４
０
１

人
、
国
土
交
通
省
の
１
４
９
人
、
内
閣
官
房
の

１
３
７
人
な
ど
と
続
き
ま
す
。

「
天
上
が
り
」
経
験
者
も
、
出
し
て
い
る
企
業

も
そ
の
利
点
に
つ
い
て
「
人
脈
を
築
け
た
こ
と
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
内
閣
府
が
官
民
人
事
交
流

を
行
っ
た
企
業
か
ら
集
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
（
複

数
回
答
）
で
は
、
官
民
人
事
交
流
を
行
う
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
「
人
脈
づ
く
り
」
が
８
０
・
４
％
、

「
相
互
理
解
の
深
化
」
が
６
０
・
７
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

金
融
庁
検
査
局
に
は
、
三
井
住
友
銀
行
や
み

ず
ほ
銀
行
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
３
メ
ガ

バ
ン
ク
す
べ
て
か
ら
「
天
上
が
り
」
し
て
い
ま

す
。
ま
た
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
証
券
や

モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
証
券
な
ど

外
資
系
の
証
券
会
社
か
ら
も
入
っ
て
い
ま
す
。

検
査
局
は
、
金
融
機
関
の
財
務
や
業
務
の
適

正
さ
を
検
査
す
る
部
署
で
す
。
検
査
結
果
に
も

と
づ
い
て
行
政
上
の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

検
査
局
は
、「
高
度
化
す
る
金
融
商
品
を
適
切

に
検
査
す
る
た
め
に
、
民
間
か
ら
専
門
家
を
入

れ
て
知
見
を
活
用
し
て
い
る
。
任
期
終
了
後
、

出
身
企
業
に
戻
る
職
員
も
い
る
。
検
査
班
は
担

当
金
融
機
関
ご
と
に
複
数
あ
る
が
、
担
当
す
る

金
融
機
関
出
身
者
を
入
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
金
融
庁
の
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会

に
は
、
三
井
住
友
銀
行
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
な
ど
の
ほ
か
、
三
井
住
友
信
託
銀
行
や
メ
リ

ル
リ
ン
チ
日
本
証
券
、
東
京
証
券
取
引
所
な
ど

か
ら
も
入
っ
て
い
ま
す
。

証
券
等
監
視
委
員
会
は
、
証
券
市
場
な
ど

で
の
取
引
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
、
証
券
会

社
の
検
査
や
証
券
に
か
か
わ
る
事
件
の
調
査
を

す
る
機
関
で
す
。
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
金
融

庁
長
官
に
行
政
処
分
を
求
め
る
勧
告
を
出
す
権

限
が
あ
り
ま
す
。

証
券
等
監
視
委
員
会
は
、「
検
査
体
制
強
化
の

一
環
と
し
て
民
間
か
ら
人
を
募
っ
て
い
る
。
出

身
企
業
を
担
当
さ
せ
な
い
こ
と
で
国
民
か
ら
疑

わ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
公
務
員
の
守
秘

義
務
が
情
報
が
漏
れ
な
い
担
保
と
な
っ
て
い
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
３
月
５
日(

火)

【
ハ
ッ
ケ
ン
サ
ッ
ク
（
米
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
）
＝
山
崎
伸
治
】
旧
日
本
軍
の
「
慰
安
婦
」

と
さ
れ
た
数
十
万
の
女
性
を
記
憶
に
と
ど
め
よ

う
と
、
米
東
部
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
バ
ー
ゲ

ン
郡
に
記
念
碑
が
設
置
さ
れ
、
国
際
女
性
デ
ー

の
８
日
、
同
郡
ハ
ッ
ケ
ン
サ
ッ
ク
市
の
郡
庁
舎

で
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・
ド
ノ
バ
ン
郡
知
事
と
郡
議

会
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ガ
ン
ズ
議
長
ら
全
７
人
の

議
員
の
ほ
か
、
韓
国
系
・
中
国
系
住
民
の
代
表

ら
１
０
０
人
余
り
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

式
典
で
ド
ノ
バ
ン
知
事
は
、
昨
年
１
０
月
に

韓
国
・
ソ
ウ
ル
郊
外
の
「
ナ
ヌ
ム
の
家
」
を
訪

問
し
、
元
「
慰
安
婦
」
の
方
々
か
ら
記
念
碑
設

置
の
快
諾
を
受
け
た
と
紹
介
。
２
０
０
７
年
に

米
下
院
が
採
択
し
た
「
慰
安
婦
」
決
議
の
共
同

提
案
者
の
一
人
で
地
元
選
出
の
ビ
ル
・
パ
ス
ク

レ
ル
下
院
議
員(

民
主
党)

は
「
『
慰
安
婦
』
の
苦

難
を
思
い
起
こ
す
こ
と
で
、
全
世
界
の
人
権
を

守
ろ
う
と
い
う
決
意
が
ま
す
ま
す
強
く
な
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

記
念
碑
設
置
を
呼
び
掛
け
た
住
民
組
織
「
『
慰

安
婦
』
記
念
碑
委
員
会
」
の
ド
ン
チ
ャ
ン
・
キ

ム
さ
ん
は
、
記
念
碑
が
「
人
道
的
罪
の
被
害
者

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
人
権
侵
害
者
を

許
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
世
界
に
伝
え
る
も

の
に
な
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

記
念
碑
は
、
郡
庁
舎
近
く
の
裁
判
所
前
に
設

置
。
そ
こ
に
は
米
国
の
「
奴
隷

制
」
や
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ

る
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
虐
殺
（
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
）
な
ど
の
犠
牲
者
に

さ
さ
げ
た
四
つ
の
記
念
碑
が
あ

り
ま
す
。

２
０
１
３
年
３
月
１
０
日(

日)

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp
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天
上
が
り
」
急
増

７
年
間
で
１
．
８
倍

中
立
性
に
疑
問

金融庁検査局に銀行員,証券取引委に証券マン

東
日
本
地
震
・
１
２
号
台
風
へ
の

救
援
募
金
に
ご
協
力
を

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ
る
事
の
明
記

を
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団

「
慰
安
婦
」
伝
え
る
記
念
碑

米
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で

除
幕
式

「
天
上
が
り
」
の
仕
組
み

民
間
か

ら
国
へ
人
材
を
受
け
入
れ
る
に
は
、
（
１
）

任
期
付
き
職
員
（
２
）
任
期
付
き
研
究
員

（
３
）
官
民
交
流
法
（
４
）
国
家
公
務
員
へ

の
中
途
採
用
（
５
）
非
常
勤
職
員
―
の
五
つ

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
任
期
付
き
職
員
・
研

究
員
は
５
年
を
上
限
に
国
の
部
局
で
働
く
制

度
で
、
任
期
終
了
後
、
出
身
企
業
に
戻
る
こ

と
は
可
能
で
す
。
官
民
交
流
法
は
一
定
の
条

件
の
も
と
で
、
出
身
企
業
の
身
分
を
保
っ
た

ま
ま
国
の
部
署
へ
人
事
交
流
す
る
も
の
で
、

元
の
企
業
へ
の
復
帰
が
前
提
と
な
っ
て
い
ま

す
。
非
常
勤
職
員
に
い
た
っ
て
は
出
身
企
業

と
の
兼
職
も
可
能
で
す
。



映
画
「
遺
体
」
を
観

て
数
日
前
、
友
人
と
橿
原
の

ア
ル
ル
で
西
田
敏
行
さ
ん
主

演
の
映
画
「
遺
体
」
を
観
て

来
ま
し
た
。

こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
後

の
十
日
間
を
描
い
た
セ
ミ
・

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ド
ラ
マ
。

あ
の
大
津
波
の
後
の
惨
状
を

目
に
し
た
人
の
多
く
は
「
言

葉
に
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
私
も
こ
の
映
画
で
、

泥
だ
ら
け
の
遺
体
が
体
育
館

に
む
ぞ
う
さ
に
横
た
え
ら
れ

た
光
景
を
見
た
時
、
ま
さ
に

「
言
葉
に
な
ら
な
い
」
と
い

う
感
じ
で
し
た
。

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大

惨
事
で
家
族
や
大
切
な
人
を

一
瞬
に
失
っ
て
し
ま
っ
た
人
々
。

そ
れ
で
も
悲
し
ん
で
ば
か
り

い
ら
れ
な
い
と
、
各
々
が
力

を
出
し
始
め
て
来
ま
す
。
遺

体
を
包
ん
で
い
た
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
が
毛
布
に
な
り
、
白

い
棺
桶
が
整
列
さ
れ
て
い
く

ご
と
に
人
々
の
優
し
さ
、
た

く
ま
し
さ
、
そ
し
て
支
え
あ

う
こ
と
の
尊
さ
を
感
じ
ま
し

た
。そ

し
て
又
、
も
し
自
分
が

こ
の
場
に
い
た
ら
ど
う
す
る

だ
ろ
う
か
？

泣
け
る
映
画
・
・

と
覚
悟
は
し
て
い
ま
し
た
が
、

や
は
り
涙
は
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

生
き
延
び
た
人
々
と
私
た

ち
、
そ
し
て
国
が
力
一
杯
復

興
に
向
け
て
頑
張
る
こ
と
が
、

こ
の
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
に
一
番
の
供
養
に
な

る
の
で
は
・
・

と
思
い
ま
し

た
。

田
原
本
町
議

会
議
員

森

良
子

三
宅
町

国
保
税
減
額

へ三
宅
町
の
国
民
健
康
保
険

税
が
減
額
に
な
り
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
税
の
納
付
の
仕

組
み
は
、
国
民
健
康
保
険
税

と
後
期
高
齢
者
医
療
費
支
援

金
、
介
護
保
険
を
合
算
し
て

徴
収
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
所
得

割
、
資
産
割
、
均
等
割
り
、

平
等
割
を
合
計
し
て
計
算
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
の
資

産
割
を
減
額
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

奈
良
県
は
各
自
治
体
で
行
っ

て
い
る
国
民
健
康
保
険
の
事

務
を
平
成
２
７
年
に
統
一
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
統
一

に
向
か
っ
て
、
資
産
割
に
つ

い
て
現
在
市
段
階
で
は
す
で

に
採
用
し
て
い
な
い
自
治
体

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
不
平
等

に
な
っ
て
い
る
資
産
割
を
な

く
す
た
め
に
「
減
額
す
る
こ

と
に
な
っ
た
」
と
平
成
２
５

年
度
予
算
案
提
案
で
は
説
明

を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
資

産
割
は
１
０
０
分
の
５
１
を

２
５
に
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
課
税
額
の
資
産
割
額
に

つ
い
て
は
１
０
０
分
の
１
４

を
７
に
、
介
護
保
険
給
付
金

課
税
被
保
険
者
に
係
る
資
産

割
額
に
つ
い
て
は
１
０
０
分

の
７
・
５
を
４
に
す
る
と
い

う
も
の
で
、
資
産
割
を
半
額

に
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。

三
宅
町

池
田
年
夫

行
政
改
革
大
綱
２
０

１
３
．
３
．
１
１

今
議
会
の
町
長
の
提
案
理

由
に
「
第
４
次
行
政
改
革
大

綱
に
基
づ
き
」
と
い
う
言
葉

が
出
て
き
ま
し
た
。

こ
の
「
大
綱
」
の
実
施
期

間
は
、
平
成
十
七
年
か
ら
五

年
間
で
し
た
の
で
、
ま
だ
そ

ん
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
？

と
感
じ
ま
し
た
の
で
、
「
大

綱
」
を
読
ん
で
み
る
と
、

「
平
成
二
十
八
年
度
を
目
途

に
引
き
続
き
推
進
す
る
」
と

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
町
長

に
尋
ね
る
と
「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
委
託
な
ど
ま

だ
残
っ
て
い
る
」
と
い
う
話

で
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
す
る
そ

う
で
す
。
大
綱
に
は
、
「
行

政
に
し
か
で
き
な
い
事
務
事

業
と
民
間
で
で
き
る
事
務
事

業
を
区
分
し
、
・
・
・
本
来

行
政
が
行
な
う
べ
き
分
野
に

集
中
さ
せ
る
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
保
育
所
の

民
間
委
託
を
は
じ
め
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
学
童
保
育
、
南

小
学
校
給
食
調
理
業
務
と
民

間
委
託
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
行
政
が
住
民
の

実
態
を
理
解
で
き
な
く
な
っ

た
だ
け
で
は
な
い
で
す
か
。

待
機
児
童
が
あ
っ
て
も
放
っ

た
ら
か
し
。
愛
和
会
に
任
せ
っ

ぱ
な
し
で
、
保
育
の
実
態
が

分
か
ら
ず
、
予
算
権
限
を
振

り
か
ざ
す
。
民
間
委
託
は
、

行
政
の
責
任
放
棄
と
同
義
で

す
ね
。

田

原

本
議

会
議
員

吉
田
容
工

新
年
度
予
算

先
週
半
ば
か
ら
は
一
気
に

春
本
番
を
思
わ
せ
る
陽
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
が
、
今
週
は

一
転
し
て
冬
に
逆
戻
り
で
す

ね
。
だ
い
た
い
春
に
向
か
っ

て
い
る
こ
の
時
期
は
、
こ
れ

か
ら
暫
く
は
こ
う
し
た
寒
暖

の
変
化
を
繰
り
返
し
な
が
ら

進
む
ん
で
し
ょ
う
ね
。

さ
て
、
今
週
は
月
曜
日
か

ら
川
西
町
で
も
三
月
議
会
始

ま
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
五

年
度
の
予
算
審
議
を
中
心
に

議
論
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
前

年
比
一
割
増
の
約
六
十
億
の

予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
学
校
建
設
費
で
一

億
、
唐
院
小
学
校
跡
地
の
売

却
益
約
五
億
の
基
金
積
み
立

て
等
に
よ
る
影
響
で
す
。

取
り
組
み
で
は
、
現
在
試
行

中
の
コ
ミ
バ
ス
運
行
が
通
年

運
航
に
向
け
て
引
き
続
き
予

算
確
保
が
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
年
度
で
は
、
関
係
す
る
協

議
会
等
を
立
ち
上
げ
て
行
く

模
様
で
す
。
既
存
の
バ
ス
方

式
以
外
に
も
タ
ク
シ
ー
方
式

等
も
有
り
ま
す
の
で
、
移
動

手
段
を
欠
い
た
皆
さ
ん
の
便

確
保
に
何
が
相
応
し
い
の
か
、

議
論
を
積
み
上
げ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
福
祉
医
療
の

取
り
組
み
の
内
、
子
ど
も
さ

ん
の
ヒ
ブ
と
肺
炎
球
菌
、
子

宮
け
い
が
ん
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
こ
れ
ま
で
の
任
意
接
種

か
ら
国
の
定
期
接
種
へ
と
制

度
が
変
わ
り
そ
う
で
す
の
で
、

予
定
通
り
に
事
が
運
べ
ば
こ

の
分
野
の
個
人
負
担
は
解
消

さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
身
近

で
役
立
つ
町
政
に
向
け
て
頑

張
り
ま
す
。

川
西
町
議
会

議
員

芝

和
也


